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1　まえがき

POLSAR画像の解析では偏波平均化行列がよく用

いられる. Col・miamv行列を用いた例成分散乱モデル

分解はすでに報告されている[1]. Coherency ff 列は
数学的に直交性を持つため,その分解が可能であれば,

Covariannl行列による物理モデル分解との対応が明確

になる.本報告では　Covariance行yj. Coherency行

列双方を用いて四成分散乱モデル分解を行い,分解結

果の比較・検討を行った.

2　Covariance行列を用いた四成分散乱モデル分解

例成分散乱モデル分解は,観測された平均化Col,iiri-

anぐO?T列(lq)′‖'を表面散乱, 2回反射.体緒散乱.

Helix散乱の各電伽蛇分に分解する手法である[!]・
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ただし. /.. u /... /,-はそれぞれ表Ifc"散舌L　2回反札

体的散乱. Helix散乱の寄与. 0. βは相対理系(未知
数)である.各要素を比較することで次式が得られる.
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残り3本の方程式に対して.未知数が4つ(f、. Id'(*.
ti)となるので,以下の条件より求める.
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戯終的に各W)は次式で与えられる.

P.=ム(1+　　　p,=/,
Prf-/rf(l+H2) . pr-f.

3　Coherency行列を用いた四成分散乱モデル分解

測定されたil'-」J化Cohere-1ぐ.V行列<m)IIVを次のよ
うに4成分に分解する.
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ただし. f、. u /,‥ frはそれぞれ表面散乱. 2回反

射,体綿散乱. Helix散乱の寄与. Q. !βは相対要素(未
知数)である.各要素を比較することで次式を得る.

h　-　2匝11(sr,、,,(S,,‖ -Snサ　(ll)

/蝣・　-　8(|5wr|->--V,　　　　　(12)

喋り3本の方程式に対して.未知数が4つ(ん/</. <サ蝣
Il)となるので.以下の条件より求める.

Ro(SuhSも、,) <0 : 2回反射のみとしてiS'=O

u-A,人-β一等・0-冒(13)
e R(-(Sl川S;.・、・) >0:表面散乱のみとして0 -0

f*-B, f,,-.ト誓・ ′ヲ・-芸(14)
ただし.
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(5)　損終的に各増力は次式で与えられる.

/>,=/, 1+1β　　　p,-/,.

(6)　　　/'<f-/</(l+|o|-)・Pr-fr

p,.. p,.はCovariaiH"(、行列を用いた四成分散乱モデル

(7)　分解の結果と等しくなる.すなわち.残りの2成分も

等しいということが言えれば.物埋モデル分解との対

(8)　応が明確になる.
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4　解析結果・まとめ

解析に用いたデータは2003年8月・20日に新潟大学

周辺で取得されたL-bandのPi-SAR画像データであ

る.平均化サイズは5×5としている.新潟大学周辺

の航空写貞(図1)上の白いラインにおける電力を求

め,比較を行った.図2に表面散乱電力P.. 2回反射

電力Ph.体積散乱電力P.‥　Helix散乱増ブJ Pcの結果

をそれぞれ示す.

得られた結果を比較したところ,まったく同じ結果

が得られた.そのため,図では1つにまとめている.し

たがって.数式表現によっても各散乱電力を求めるこ

とが可能となった.
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